
官民金連携による温泉街の再生を通じた自律的好循環の形成
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神授の湯 恩湯
長門湯本温泉の出湯
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おとずれ川テラス
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竹林の階段
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２００７年 経済産業省入省

２０１５年 地方創生人材支援制度により長門市へ
・ ２０１５〜１６年 経済観光部理事
・ ２０１７年〜 経済観光部長

２０１９年１２月  経済産業省を退職

２０２０年４月〜 長門湯本温泉まち株式会社 エリアマネージャー
兼）有限会社ハートビートプラン

（自己紹介） 木村隼斗

主な業務）
 まちひとしごと総合戦略の企画立案
 地域商社（ながと物産合同会社）立上げ
 林業振興（長門おもちゃ美術館）
 地元高校生の仕事支援（NPO法人つなぐ）
 長門湯本温泉観光まちづくり事業

主な業務）
 原子力被災者支援
 自動車産業・取引適正化
 ３Dプリンタ
 情報政策（５G・サイバーセキュリティ）
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この場所を子どもたちに残せるのだろうか
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昭和20年代昭和初期

昭和30年代？芸子さん多数・
4年先まで予約満室
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出典）湯本まちかど資料館 館長 吉冨尊一
高度経済成長に伴い旅館が大型化

昭和40年代
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ピーク時の温泉街

昭和50年代
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３９万人
(S59年)

１８万人
(H26年)
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２０１４年１月
１５０年の歴史を有する老舗ホテルの廃業
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温泉街の中心部に遊休不動産が・・・

解体事業；マイナスからゼロへの投資
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長門市版まち・ひと・しごと創生総合戦略

・外貨の獲得と地域循環の重要性
・中核産業としての宿泊業の存在

特化係数（稼ぐ力）

雇用力
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２０１６年４月
星野リゾートと進出協定を締結

２０１９年中
高級旅館ブランド「界」の開業を目指す
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◆個々の事業者の取組や単発的なイベント等はあったが、温泉街全体として、困難な現状を跳ね返すだけ
の意欲的な取組がなされてこなかった。

課題認識と背景要因

16

全体としては悪循環から抜けきれない

打破するだけの意欲的な取組が温
泉街全体でなされていない

（背景）
◆過剰な行政依存
◆住民・商店・旅館の溝
◆行政としてのビジョン提示の不足

旅行客の変化に

対する対応の遅

れ

施設の稼働状況

が悪化

収益を圧迫
施設を埋めるため

の安値競争

体力の消耗

困難なサイクル
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危機感の共有

大きな目標・

将来像の共有

戦略性を持った取

組の継続

困難なサイクル

温泉地としての

人気向上

各施設の

収益性向上

地域への

再投資
新たな魅力創出

温泉街の

顧客満足度

正のサイクル

マスタープランの策定

Step1.わかりやすい目標と危機感の共有

◆マスタープランの策定を通じて危機感を共有とともに大きな将来像を共有する。
◆加えて、しっかりとした戦略性を持ち、正のサイクルを生み出す温泉街に再生を目指す。



マスタープラン

投資主体に提案を求める（通常とは逆のプロセス）
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2020



ランドスケープデザイン
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プロジェクト前後での変化【ランドスケープ】

2016年 2020年～

地域のシンボル外湯を再建

まちの中心部の駐車場を高台に
移転し、誰もが親しめる広場に。

道路・河川・夜間景観等を同時
に一新し、自然豊かでそぞろ歩き
の楽しい温泉街へ

⚫ 宿泊者数はピーク時から半減
⚫ 150年の歴史を有する老舗旅館の廃業
⚫ 団体依存で閑散とした温泉街に
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プロジェクト前後での変化【道路・河川一体での再編】

2016年 2020年～

⚫ ずらりと並ぶ路上駐車
⚫ 広い道路に通過交通
⚫ 歩行者空間はほぼゼロ

 路上駐車はほぼゼロ。
 ゆっくり走る道。ベンチやプランターによる人のための空間へ
河川を楽しみながらのんびりできる仕掛けと子どもの手を放しても安心
してそぞろ歩きができる環境

⚫ 蛍も舞う豊かな自然環境
⚫ 遊歩道は整備されているものの、

誰も歩かない河川空間

 清らかな河川が、長門湯本を象徴する景観であり、子どもも大人も
楽しめる遊び場に
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プロジェクト前後での変化【夜間景観】
2016年 2020年～

⚫ 真っ暗な環境にネオンのみ浮かび上がる

 自然（河川や樹木等）を生かした温かみのある灯り。温泉街全体でのトータルデザイン・全体プログラム制御
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ワークショップ・社会実験 85回

専門家会議 55回

推進会議（意思決定会議） 10回

※2020年度までの合計
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地域のメンバーによる初めての事業プロジェクトをセルフリノベーションで実現
周辺環境が整うのを待たず、若手自身で新たな場を生み出す

複数の案件の工事に学生が参画

長門湯本温泉のオリジナル土産も企画販売

プロジェクト前後での変化【リノベーション】

地域住民へのシェアハウスお披露目イベント

住民も倉庫を改造して起業

 パイロットプロジェクトとなったcafe&pottery音の開業(2017年)に始まり、
20年新規店舗の無かった温泉街に15軒の新規事業が開業

クラフトビール醸造所＆タップルーム

地元飲食店オーナーの娘さんが開業

崩壊しかけていた建物を飲食＆シェアキッチンに シェアサイクル事業がスタート

大阪の有名バーテンダーがBAR開業 川沿いのレンタルスペース＆カフェ
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仕様の決まった業務委託でなく
パートナーとしての関係

行政 民間主体

信頼できる民間を探し出し相互の役割をきちんと

パートナー

パブリックマインドをもつ良き民間
主体を稼がせる
行政しかできないことをやる

リスクを負い事業を推進、きち
んと稼いで、利益をまちに再投
資する
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プロジェクト前後での変化【シンボル外湯・恩湯】

2016年 2020年～

⚫ 公設公営での運営。高度成長期の旅館大型化を支
えた役割分担。

⚫ しかし、いつの間にか特徴を失い、銭湯利用に。
⚫ 結果として、年間数千万円の赤字を垂れ流す施設に

 ６００年の歴史を有する長門湯本温泉の元湯であり「神
授の湯」である恩湯を再建するため、地元旅館若旦那が
中心となり「長門湯守」を立ち上げ

 民設民営での再建。地元地銀がプロジェクトファイナンスに
よりサポート

 歴史性・固有性を全面に出した地域のシンボルとして再建
 自治体の財政面では、数千万円の赤字施設から、土地

使用料の徴収ができるプラスの施設に
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プロジェクトファイナンス／山口銀行
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恩湯

新たな恩湯は、住吉神温泉発見縁起譚の大
寧寺ストーリーを軸に、「地域に根ざした本物
の温泉体験」というコンセプトを打ち出し、自然
湧出泉と足元湧出泉の２源泉の限りある湧
出量に合わせた浴槽面積とし、顕になった岩盤
には温泉縁起譚にちなみ、住吉神社長門国一
宮より授けられたしめ縄が結界として張られ、
地域固有の外湯として生まれ変わった。
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プロジェクトの推移【インフラ投資 ＋ 仕組み ＋ 民間事業】

マイナス除去
ビジョン構築

公民事業推進
事業環境創出

観光地経営
運営・マネジメント

フェーズ １ フェーズ ２ フェーズ ３
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会社の概要
株主 湯本温泉旅館協同組合、長門湯守株式会社、長門湯本オソト活用協議会
取締役 伊藤就一、大谷和弘、白石慎一、三保裕司、山村英慈

代表取締役 伊藤就一
出資財産額 40万円

設立 2020年3月2日

「長門湯本温泉まち株式会社」の設立

2016年に長門湯本温泉観光まちづくり計画が策定されて以来、私たちはその場所に生きる者として未来を創る役割を担う
ために、人々が憩い萩焼深川窯の素晴らしさに触れる場所としてcafe&pottery音の立ち上げ、音信川に沿って豊かに広が
る公共空間を楽しむための長門湯本オソト活用協議会の設立、長門湯本温泉のシンボル恩湯の再建と、出来る限りのことを
やってきました。
その過程の中で、住民の皆さんや旅館をはじめとする事業者の方々にも、深い理解と多大なご協力をいただいています。

観光まちづくり計画で実現した温泉街再生のハード整備がいよいよ完成を迎えようとしている中で、運用と持続的な発展を
担う組織が標榜されます。今までの業種限定や地域相互扶助の組織から、地域内外、世界を見据えてエリア価値を高め
るビジネスに主体的に取り組む事業体と未来を作っていくことを望みます。
観光という行為が時代とともに「消費から共感」へ変わる中で、持続可能な固有のエリアが生み出す価値観に共感する地域
内外の主体とともに、さらなる価値を高める以下の活動が求められています。
・・・（以下、略）・・・・

設立趣意書（抜粋）

エリアの未来にコミットする株式会社
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エリア
マネジメント
温泉街全体のエリア
価値を高める公益性

の高い事業

入湯税(従来)
150円

長門湯本温泉
引上げ分 長門湯本温泉

みらい振興
基金

引上げ分
を積立

補助金
支出

観光客

還元
受益

景観インフラ
の維持修繕

照明・道路等のインフ
ラの中長期的な維持

修繕

公共工事
支出

税負担

観光客

➢ 湯本エリアにおける入湯税の引上げ分の全額を「長門湯本温泉みらい振興基金」に繰入
➢ 当該基金から、エリアマネジメント法人が行う公益性の高い事業に対して、補助金として支出
➢ また、基金の一部を中長期的な景観インフラ等の維持修繕のために充てるため積立を行う
➢ これにより、湯本エリアへの再投資を実現するとともに、基金運用を通じて、入湯税引上げ分の使途の
限定・透明化を図る

実施主体：エリマネ法人

実施主体：長門市

◆エリアマネジメント：
観光客の満足度を上げるために必要な公益性の高い事業を対象とし、毎年の外部評価委員会による事業評価

を踏まえて事業内容を決定する
◆景観インフラの維持修繕
通常の公共工事を超えて投資を行った美装化部分に係る景観インフラの維持修繕に要する費用に充てる

入湯税引き上げ分の再投資の仕組み

長門湯本温泉駐車場
納付金

※駐車場納付金により得られた収益は、長門湯
本温泉観光まちづくりに再投資するため、基
金に繰り入れ。

34



観光地経営モニタリングの視点
35

モニタリング項目 長門湯本温泉まち株式会社としてのモニタリングの視点 目標像

RevPAR

エリアの中核的な収益源である宿泊施設の収益の増加に資する活動が出来てい
るか。
このために、稼働平準に資する閑散期対策、宿泊単価に資する満足度向上に結
び付く取組が出来ているか。

旬が連続する温泉街

新規投資

新規事業者、既存事業者が継続して投資できる環境を作ることが出来ているか。
このために、新規事業創出の観点で、チャレンジを促進するような活動ができ、実
を結んでいるか。
また、事業環境整備の観点で、インフラの維持管理や景観の向上が出来ているか。
エリア価値にマイナスとなる投資が生じていないか、これを防ぐ取組が出来ているか。

個の表現が集積する温泉街

従業員満足度
長門湯本温泉街で働くこと自体に、従業員が役割や誇りを感じられるか。
このために、まちと関わるきっかけとなるような情報提供や機会の創出が出来ている
か。

日本一働きたくなる温泉街

生活者関与度

地域コミュニティが関与することによる日常の豊かさが温泉街に感じられるか。このた
めに、活動内容の共有や関わりシロの創出が出来ているか。
エリアを超えた価値コミュニティを創造し、多様な関わりを継続できているか。このた
めに、コアメンバーが主体的で楽しく取り組めているか。

旅館があって良かったと思えるまち

メディア露出

「長門湯本温泉」が、イメージターゲット(※)に対し、望む形で認知されているか。
(※)30-40代・女性・自分の好きなものに時間とお金をかけ、暮らしに取り入

れたい志向
認知の観点では、不足する広域の認知を高める取組が出来ているか。ブランディン
グの観点では、地域固有の魅力や独自の価値が適切を適切に打ち出すことが出
来ているか。

長門湯本から何が発信されるか、を
期待される存在

人気温泉地ランキング 各種取組の総合的な結果と捉え、中長期的な視点で確認する。 暮らしに息づく新しい旅の提案

エリマネ事業の健全性
エリア価値向上のための取組が安定して継続出来ているか。
このために、入湯税を効果的に活用できるだけの体制が整えられているか。
積極的な働きかけが可能となるだけの活動原資が確保できているか。

エリアへの人財と資金の再投資が出
来る会社



外部評価委員会 役割とメンバー

1 國學院大学 梅川 智也 学識経験者

2 ㈱ディスカバージャパン 高橋 俊宏 メディア

3 熊本大学大学院 田中 智之 建築・空間デザイン

4 ㈱WAKUWAKUやまのうち 中尾 大介 まちづくり・金融

5 旅ジャーナリスト のかたあきこ ジャーナリスト

6 ㈱ロフトワーク 林 千晶 コミュニティデザイン

7 星野リゾート 星野 佳路 観光業

【評価委員会の役割】
⚫入湯税が、観光客の満足度観光地としての魅力や持続
可能性の向上に資する形で活用されているか、専門的
かつ外部からの視点で評価する

⚫評価の対象はエリアマネジメント活動はもちろん、長門市
の観光まちづくりの取組も含め官民フラットに議論する

⚫ インフラ更新（アップグレード分）の原資となる基金運用
に対し、短期的でなく中長期的な視点で検討する
※条例において、市や基金活用に際、「意見を聴かな
ければならない」ことと規定されている

⚫公開で議論を進め、エリアマネジメント活動及び評価につ
いての高い透明性を確保する
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星野リゾートが長門湯本で事業を実施することになった経緯

①長門湯本温泉が、バブル崩壊をきっかけに低迷。
2014 年には宿泊客は、最盛期の半分にあたる
年18 万人と大幅に減少。

②長門湯本温泉内において150年の歴史をもつ
温泉街の老舗ホテル
（旧白木屋グランドホテル）が倒産。

③長門市が対策を検討、
旧白木屋グランドホテル跡地等３カ所・

   １万3,000㎡を取得することが決定。
その後、解体工事に着手し土地を更地化。

④ 跡地利用を巡り長門市から
    星野リゾートに宿泊施設の進出の要請を受ける。

⑤ 星野リゾートにおいて、現地視察や周辺マー
ケットの調査などを実施したものの、

    アクセスも恵まれず、また温泉街全体が非常に
    寂れていたことから、
     「当社の施設の事業採算の見込みは

立たず、また、仮に当社弊社の施設を作ったと
しても、それだけでは温泉街の再生は難しいと
思われる」との検討結果を回答。

ただし、長門市の大西市長（当時）を筆頭に、
    当社に対するオファーは非常に熱心なものであり、
また、当社としても頂いたオファーに対しては、
できる限り単にお断りするのではなく、極力「実現すれば
進出が可能になる条件」を併せてお伝えすることを
基本的なスタンスとしていたため、本オファーに対しても、
「マスタープランを作り温泉街を魅力的にすること」
を提案し、これが実現すれば進出を検討することとする。

⑥ 当社からの回答に対する、長門市により検討の
結果、当社施設の進出の要請とともに、マスター
プランの策定の依頼を受ける。

大西 倉雄 前長門市長
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なんば駅前

マスタープラン(配置提案） 38



2014
（H26）

2015
（H27）

2016
（H28）

2017
（H29）

2018
（H30）

2019
（R1）

2020
（R2）

主
要
経
緯

M
P

2014.1
白木屋
GH破産

2016.8
長門湯本観光まちづくり計画策定

2017.9
社会実験
開始

2018.4
公共空間
整備開始

2020.3
温泉街
整備完成

界

2014.12    
 長門市
土地取得

2016.4 2016.12
進出協定締結 界長門

設計開始

2018.9
界長門着工

2019.11
界長門竣工

2020.3
界長門開業

長門市 2015.4
木村
理事着任

2018.7
経産省戻

星野R 2016.1 2016.6 2016.9
MP          MP 第1回
受託 最終報告会プレデザイン会議

2017.5
第１回
推進会議

2019.5
第9回
推進会議

2020.6
第1回
振興評価委員会

司令塔 2016.9
第1回
プレデザイン会議

2017.6
第１回
デザイン
会議

2020.3
第34回
デザイン
会議

地元若手 2017.8
音Café 
Open

2018.2
恩湯事業者
決定

エリマネ 2020.2
木村氏
エリアM就任

設計 工事 運営進出協議

合意形成/具体化 工事

マスタープランを巡るスケジュールと星野リゾートの関与

MP策定 観光有識者
（ハード整備/エリマネ）

観光有識者
（運営）

実行体制構築支援
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マスタープラン策定、推進体制構築以降の基本的な取組

①専門家の活用
②エンパワーメント
③（上記を前提としたうえでの）観光分野からのディレクション
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官民で取り組んだ４項目

② 競争力ある観光地の質を満たすハードとソフト① 現代の旅行市場ターゲットのマスタープラン

④ 持続可能な競争力を意味する新ＫＰＩ③ 観光地マネジメントの組織体制
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2014
（H26）

2015
（H27）

2016
（H28）

2017
（H29）

2018
（H30）

2019
（R1）

2020
（R2）

主要
経緯

M
P

2014.1
白木屋
GH破産

2016.8
長門湯本観光
まちづくり計画策定

2017.5
第１回
推進会議

2018.4
公共空間
整備開始

2020.3
温泉街
整備完成

界
2014.12    

 長門市
土地取得

2016.4 2016.12
進出協定 界長門
締結 設計開始

2018.9
界長門

       着工

2019.11
 界長門
竣工

2020.3
界長門
開業

地
元

2017.8
音Café 
Open

2018.2
恩湯事業
者決定

長門湯本温泉での取り組みを横展開するにあたっての分析

2017.6
第１回
デザイン
会議

2016.6
MP

最終
報告会

合計形成/具体化 工事MP策定進出協議

シードステージ アーリーステージ ミドルステージ

目標

ヒト

モノ

カネ

課題を解決するビジョンの提示
主要なアイディア・コンセプトの創出

再生をリードする
主要Playerの参集

ビジョンとしての
マスタープランの策定

主要Playerが投資
を表明しコミット

仮設としてのビジョンの精度向上
一定の見通しを持った計画の策定

実行チームの組成
一部地元メンバーの参画

設計の具体化
プランに対する地元合意

MPへの強いインセンティブを
持ったリスク主体による先行投資

事業者の広がり

主要事業に対するローンによる資金拠出
将来性を評価する事業者の広がり

マスタープランのコンセプト明確化
事業者マネジメント

主要な整備や事業の具現化
将来性を見込んだ事業者の広がり
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• 株式会社日本政策投資銀行（以下「DBJ」）と星野リゾートは、日本国内の宿泊業等を営む企業の支援を対象
とした共同運営ファンドを組成しており、複数案件に出資。界長門案件はその2号ファンドから出資。

• 2号ファンドに対するDBJの出資は、地域経済の活性化や企業の競争力強化に資する成長資金の供給を集中的に
実施する取り組みとしてDBJが平成27年6月に開始した「特定投資業務」として実施。
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YMFGの長門湯本温泉まちづくりに対する取組経緯

YMFGは、2016年度に策定された観光まちづくり計画に基づき進められた全体の動きに対し関与・貢献

年度 まちづくり全体の動き（主なトピックス） YMFGの役割と活動

2016
年度

 長門湯本温泉観光まちづくり計画の策定（2016年8月）
【計画策定支援】
 まちづくり推進体制構築支援業務としてＦＳ調査（民設民営手法の検

討）等実施

2017
年度

 会議体となる推進会議およびデザイン会議の設置（2017年4
月）

 第１回社会実験実施（2017年9月）
 景観ガイドライン策定（2018年3月）

【新たな民間投資の促進】
 長門市、山口銀行、YMFG ZONEプラニングによる地方創生に関する

包括連携協定を締結（2017年9月）
 長門湯本事業者オーディションを開催（2017年7月～2018年3月）

2018
年度

 長門市と㈱長門湯守にて基本協定の締結（2018年4月）
 川床を含めたハード整備進行
 第２回社会実験実施（2018年9月）

【新たな民間投資の促進】
 事業者オーディションの最終報告会を実施（2018年5月）
 長門湯本温泉まちづくりファンド組成（2019年3月）

2019
年度

 第３回社会実験実施(2019年8月)
 恩湯の開業、エリマネ組織である長門湯本温泉まち㈱の設立、

星野リゾート「界」開業（2020年3月）

【既存事業者の支援】
 既存事業者支援事業として旅館の調査等の実施（2019年8月～

2020年3月）
 ㈱長門湯守へのファンド第１号投資案件の実行（2020年3月）

2020
年度

【既存事業者の支援】
 以前より六角堂の事業承継の課題に対して

YMFG各社にて各種検討

2021
年度

【既存事業者の支援】
 ファンド活用による六角堂再生を検討開始

2022
年度

【新たな民間投資の促進】
 エリマネ会社および地元キーマンと連携して、

運営事業者候補として㈱Stapleを発掘

2023
年度

【新たな民間投資の促進】
 六角堂リノベーションによる地域共創プロジェクトを始動
 新設会社㈱SOIL Nagatoyumotoに対してファンド第2号案件を実行

（2023年11月）
出所：長門湯本温泉まち㈱講演資料
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【公衆浴場（恩湯）】
公設公営→民設民営

【周辺エリア】
民間投資の推進

星野リゾート 界

大谷山荘

各分野の専門家が集結したまちづくりに対し、YMZOPは主に「民間事業促進」の役割を担った。

長門湯本温泉

【老舗旅館（六角堂）】
旅館再生

（事業承継＆大型改修）

ファンド
第１号案件

ファンド
第２号案件

スクール
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長門市との地方創生にかかる包括連携協定（2017年9月）

温泉街全体に域外からの事業者を呼び込み、事業化につなげて
いく民間投資促進により、地域の再生・活性化のモデル事業と
し、他地域への展開も見込む。

長門湯本温泉観光まちづくり計画に基づき温泉街の再生が進
行する中で、地域金融機関グループとして、観光まちづくり
を核として長門市の課題解決および地方創生を目指す。

経緯

目的

動機

内容

地方創生に関わる様々な分野で相互に協力し、協働した取り
組みを行うことで地方創生の実現に資する。

①長門湯本温泉観光まちづくり
②「癒され方改革」の推進
③地域中核企業の進行・支援
④人づくりに向けた経営者の意識改革
⑤創業支援・事業承継
⑥公共施設マネジメント等の地域づくり

具体的な取組
①スクール（事業創出）
＆ファンド
・オーディション
・ファンド

②旅館再生

46



連携協定に基づく具体的な取組 ～スクール～

民間事業促進に向け「スクール＆ファンド」を企画、地元事業者や専門家
とともに、新たな事業者の発掘・育成（事業者オーディション）に取組み。

（１）「スクール（事業者オーディション）」
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まちづくりに資する事業の円滑な立ち上げに向けて、新たな事業構築に向け
た金融面の取組として、長門湯本温泉エリアに限定した官民ファンドを中国
地方で初めて組成した。

連携協定に基づく具体的な取組 ～ファンド～

（２）「ファンド」
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連携協定に基づく具体的な取組 ～ファンド～
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公設公営 民設民営

毎年6千万円の赤字

サービス水準に見合う適正な対価を設定

ファンド
第1号案件

連携協定に基づく具体的な取組 ～ファンド～

公衆浴場
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ワークショップ・社会実験 85回

専門家会議 55回

推進会議（意思決定会議） 10回

※2020年度までの合計
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プロジェクトの推移【インフラ投資】
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2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

地元との意見交換・各種会議の開催回数

合計

●サイン
●大寧寺散策道

●公共駐車場
●恩湯広場
●飛び石

●竹林の階段
●無電柱化
●紅葉の階段
●住吉神舎周辺
●ゆずきち坂●解体完了

●恩湯解体
●用地取得

●インフラ投資

●マスタープラン
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プロジェクトの推移【インフラ投資 ＋ 仕組み】
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2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

地元との意見交換・各種会議の開催回数

合計

●サイン
●大寧寺散策道

●公共駐車場
●恩湯広場
●飛び石

●竹林の階段
●無電柱化
●紅葉の階段
●住吉神舎周辺
●ゆずきち坂●解体完了

●景観条例・GL
●推進会議
●デザイン会議

●深川萩振興協議会
●オソト活用協議会
（河川準則特区）
●ファンド造成
●事業者オーディション

●恩湯解体
●用地取得

●リバーフェスタ

●評価委員会

●基金計画（中期・年次）

●景観インフラ点検

●景観協定
●ながトーク

●インフラ投資
●仕組み

●界長門
進出協定

●マスタープラン

（道路協力団体）

●入湯税＆基金
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プロジェクトの推移【インフラ投資 ＋ 仕組み ＋ 民間事業】
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地元との意見交換・各種会議の開催回数

合計

●サイン
●大寧寺散策道

●公共駐車場
●恩湯広場
●飛び石

●竹林の階段
●無電柱化
●紅葉の階段
●住吉神舎周辺
●ゆずきち坂●解体完了

●景観条例・GL
●推進会議
●デザイン会議

●深川萩振興協議会
●オソト活用協議会
（河川準則特区）
●ファンド造成
●事業者オーディション

●恩湯解体
●用地取得

●リバーフェスタ
●入湯税＆基金

●評価委員会

●基金計画（中期・年次）

●景観インフラ点検

●景観協定
●ながトーク

●cafe＆
pottery音

●玉仙閣改装
●A.side

●恩湯
●恩湯食
●界長門
●さくら食堂
●みかん荘

●エリマネ法人

●おとずれ堂
●柳屋
●Tre
●engawa

●THE BAR 
●365＋1 BEER
●YUMO

●ホテルはらだ改装
●おとずレンタカー
●高速バス路線

●うつわの秋
●ごろ寝BAR

●うたあかり（拡大）

●川床開き

●ゆずきち号

●桜アフタヌーンティ

●インフラ投資
●仕組み
●民間事業
●季節魅力

●界長門
進出協定

●マスタープラン

（道路協力団体）
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川に豊かな日常の風景が生まれる

地域一体での管理運営
行政のルールメイキング
事業者の投資と創意工夫

（公民総力戦）
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